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持続的作業による人体骨格筋の随意性疲労

第2報種々疲労抑制剤の効果について
（人体の筋’神経の興奮性の研究　　第IJII報）
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　　　　　　　　　　　　　Tatsuo　YOSI・III・IARA
　　　Department　of　I’hysiology，　Faculty　of　Medicine，　Shillshu　Univers晦

　　　　　　　　　　　　　（Direct，　Prof、：U．　Wa9の

　　　　　　1　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　　人体で，一側の一ド肢を種々の条件で随意的に伸臓挙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上させたとき，1司じ下肢のm．rect．　fem．の骨格筋疲

　　　　　　　．．　　　　　　　　　労⑰に対し1’礫醐iiに予め齢ゆA儀又はgl．
磯近・穐⑤⑥⑦⑧⑨・ハ≒⑦⑫級び襯⑩⑯（恥等　acid鰍下酬して，。れ、三，の麟抑｛禰果を，。

は，入体栩餐筋l！t「ansmission　fatl！？，ueとcontrac一　　の筋直接「筋」5乙は間接「神経」eこついて0．75μF

・・。・f・・igue①⑨③④1：　一：，）L・て，　i｝　灘aC・・yl・h・line，　VIV，法①⑩で瀧した。

AChで完全に抑制出来，後脅は繊来なかつたが，　glu－

curonic　acid，　gl，　acid⑩⑭⑯で部分的に抑制出来た

こ鍍罫鰻1人体に＿㈱、。刺激。て　剛灘そ・他

m・「ectus　fem°「i“・　Fこ糊を肌たとき・轍持鋤　　前準晧⑰と金く嚇禰の原法（勧・靴従つた。
間が増すと（io分間から40分間），増加率i．　r・⑥⑦⑧は

正比例して増大したが，恢復時間恒数K燃及びKn

⑥撫窒篇繋簾纂1黙鷺鷲…れ一及一
ぎ，その干肢の瓜recヒ，　fem，に観られた疲労は，

作業醐が胤ても（1°分 ?轣e°頒！必ずし疵　下記・三騨のツ，灘よる儲筋麟・・対・，…

綴溜撚羅驚誌1；簾媒鵠騨観khK，　’tl法の灘齢

基簾鎌禦震離欝欝葎露は鷺欝欝鰭・撫諜欝・寒雛

の瓢舗麟　繋響論乍麟撚搬撒朧1襲簾濃
剃⑤④⑦⑧について・鄭調1に追求したので鮪　労欄効果繰。

yた・　　　　　　　　　。）鋪のない㈱鱗上運動糠ACh・．・59注
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射のときは，運動持続時間は，10分間，15分間，20分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間，30分間及び40分間の5種類についで測定した。

　　　　　　皿突験方法　　　　　　AChO・079使肋ときをよ，10分間，20胴，40胴の3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種類の運動欝続時間について饗施したo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）　負荷のない反復撃上運動　特にこの疲労に対し，

　　A　測定方法　　　　　　　　　　　　　　　　　ACh　O・079及びgL　acid　200mgの抑ll｝1効果をみた。
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c）負荷（5・02kg）のある特続雛上運動　　特にこの　　　1）　同一測定時の実験順序による効果の相違

疲労に対し，ACh　O．　079の抑制効果をみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ach（O．OSg）を注射しない実験を，　AChの抑制効

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果を観た実験の前後に実施し，実験順序の相違による

　　D使用し醸労鋼捌　　　　　　 成績の変1助を調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図に示した様に，Achの淀射のない実験に比
　AChは・塩野義製薬株式会社のOvisotを使い・　　　浸て，注射したときのi．　r，は明かに減少したが，充

実施に当つては予めACh鵬1曜5分前に・P・。・・igmin・　分打刷出瓢かつた。

O・75ccを上腕外轍下｝・注射した・こ2・には・第一一　次｝・，1顯ll　〔序に従つて灘，1舷とめ比ぺると（第

蝶1織会膿のV・g・sti・mi・・轍肌た・　　1・N），「筋」及びrl・i・経」の何れの嚇も，　i．・，，，・くm

gl・　acid　tt，中外製薬株式会牒のG…n・an（1〔））　及びK。の全ての点でよく徹した．つまり，同一

200mgを」・腕外側1scTtr・注射して・鋤終了re［　fx一か　湘1腱時のづ翻1［L・〔序の1髄｝ごよる成績の違いは澗題1こ

らV／Vr値を測定して疲労抑制効果をみた。　　　　　　なる程度でないことが判つた。

E　被験爵
2）負荷のない将続i挙上に対するAch（O．059）の効

　　果

前報告⑰と全く同様であった・　　　　1嚇町，15胴、。分閣，，。分r、．、・］及び、。t、〉　ll　llの，種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　類の時間，下肢射襯之凝させたとき⑫予め，ACh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O，059）を皮下洗射し，運．動禰：後からその下肢のm，

　　　　　　ur　X験成績　　　　　「ect・　fem・のV／V「fitiを1「u　erb’　Lて麟襯lll効果を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観た（第1図）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．r．は，「筋」でも，「神経」でも，被験商別及び運

　A　負荷のない持続挙上に対するAChの対果　　　　　動時間別の何れの点でも，　ACh泣射のないときに比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べて著しく減少した。疲労抑制の程度を観ると次の適

　種々の時間，下肢を持続して伸展…挙上したとき，　　　りであつた。「筋」では（括孤内は運動時間を示す）

m．rect．　fem，に起る疲労⑰について，「筋」及び　　　35％（10分閥），44％（15分間），43％（20分間），25％

「神経」についてAChの疲労抑制効果を観た。　　　　　（30分間）及び111％（40分間）で，叉「神経」では，

第1図　　　負荷のない下肢持続挙上による骨格筋疲労に対するACh（O．059）の効果

　　　　　　（W1，　W2，　Wa及W，1：20分間作業；Pr；ワゴスチグミソ0．75cc皮下

　　　　　　注射；ACh：アセチールコリン皮下注射）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「筋」※

対　 照　　シ注　 射　　　　　　　　注　 射→対　
旦藁

　被験蒋　　　　ACh注射時

　　　　　　　　　i、r．　　km

　　　　　　　　　　　　　分
　　　　　　　　1，17　　　1。30

K．F，（23yS）　　　　　1．16　　　1．25

　　　　　　　　1。19　　　1。21

　非注射時　　　　　AGh注射時

　i．r，　　km　　　　i．r．　　km
－． s．「「臆．…… ｪ1 @　”．．分
　1．36　　　　0。95　　　　　　　1，23　　　　1．26

　1．33　　　1．09　　　　　　1．14　　　0．93

1．48　　　　0．88　　　　　　　1。21　　　0．95

　非注射ll苛・

b・r・km
一　’　　　．券¶－r．

　1．34　　　　1．17

　1．26　　　　0。65

　1，33　　　　0．73

繋゜（17ys　　均）　1・14・・93・．27…。　・22・．13・3・。．86

．…條縺g1艫W訂山『．．‘』‘．一’‘』”11　1∵’∵．‘lt．／．…』．　…．　…’”．究∵∴’．「∵‘』二劃；ヒ…∴』1馳『…．’．…

　N　　　均　　　　　　　　’　　　　　　　e　　　　　’開　　　゜　　　響・　・　1・151・7巨・2・・75　・L・…　15135・・8。

、S・（1駕）L1・i’，21［1．…．77「：1ボ’…i：丑～一「き冨㌔諮帽

金平均　・1・17・L1卵・・｝・・’・1・パ　L19　L・・1L・…　1

「神経」※

　　　　　　　　　］．．23　　　　1，13

C．S．　（17ys）　　　L1．6　　1，．25

1．33　　　0．94　　　　　　　1．20　　　　1．1‘）　1

L24　　　1．0〔｝　　　　　　1。21　　　1，19

．1‘37　　　　0，g2

1．39　　1，0〔｝

ユ．131．15i1．2。、．0。　驚基、．。81．41‘）．98

》（1．7ys均）L19・・7・・　1　i・24・1・4　…．．・・8・11．・・．。…／t／

㌃M’（17輩）・・25・・76「i’1・i－’”6’［・／／一

@　　　…
全平均　…91・・…　28・・79　1…　1・・6D・・1・…

第1表　　 実験前后にACh（0・059）を～lll射したときの骨格筋疲労について
　　　　　　　（※負荷なしの持続麟上，5分間作業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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第2図種々の時間下肢将続挙、t：による骨格筋疲労の

　　　　増加率に対するACh（0。059）の効果（実線
o　　　　　’0　　　　　20　　　　　釦　　　　　 40

　　　　　　　　－■一隅ゆ作業爵田　　　　（舜r｝

は注射時，破線は翻三射時；…：鵬」；xx　第3図種々の下肢挙上時閥による一剛翻議労の
：「ネ［II経D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Km及Knに対するAGh（0，059）の効果
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36％（10分間），33％（15分間），44％（20分間）であ　　　が10分間，15分閲及び2e分間の場含は，　ACh投・tf’でも

つたが，30分間及び40分間では，殆んど抑制されなか　　　残つた疲労は，夫々増大し，Kmは（鱈孤内は運動時

つた（第2表）。結局，この成績は，AChの有効期間　　　間を示す），〔〕・42分（10分間），0．30分（15分間），0．23

⑥⑦⑨を考慮して実施したにも抱らず，この様な1霞績　　　分（20分闘），一づrKnでは，　O．42分（10分闇），　O．24

であつたのは，随意的な骨格筋疲労でも，運動時間が　　　分（15分間），0．　／7分（20分間）だけ夫々堂曽大した。

延畏すると，比較的AChで抑制出来にくい疲労が起　　　一般に，運動時間の延長に伴つて，増大の割含は減少

ることが判った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，3Q分闇及び如分間の運動では，殆んど有意の憂動

　Km及びKnは，「筋」でも，「神経」でも，巡動時間　　　が認められなかった（第2表）（第2図）（第3図）。

「筋」

作業時間　　　　　　10分間　　　　　20分間　　　　　3（1分閻

　　　　　　　　　ACh注射時　　非注』1・堂時　　ACh注射時　　非11i射ll｛il　ACh注射時　　非i・－1三射時

＿墜者．一摺㌔追顯蕪蚕1拠樋ll；漁謝・三1唖国亜
　　　　　　　　　　　　　　券　　　　分　　　　　　分　　　努　　　　　　努　　　…分
　　　　　　　　1．08　（1．01）　－　　1．15　0．74　　1．10　（：t，02）　－　　1．31　0．65　　1．10　（1．OO）　一・ny　1，14　0．64

　　　　　　　　1，10　（1，02）　－　　1．18　0．72　　1．12　（1．00）　－　　 1。21　0，70　　1，11　（1．04）　－　　 1、19　0．78

　T．M．（17y，）1・11（正・0°）－1・080・871・10（1・04）一］・・27・O・7，11・1（）（1・02）－1・110・73

　　　　　　　　1　11　（1，00）　－　　1。13　0，62　　1．1⑪　（1．02）　－　　1．36　0．61　　1．08　（1．00）　－　　1。18　0．89

　　　　　　　　1，09　（1。02）　－　　1、12　0．75　　1．：L1　（1．02）　－　　1，16　0．88　　1．12　（1，02）　－　　1．11　0。82

　　平均1．10（1．01）－1，130．74L11（LO2）－1．260．721．10（1．02）－1，150，77

玲（1霧s’…8（…1）一・・15・・71・蕊d．6・）一繭7111・・（1，・2トヨ，1識1内「

肇・（17ys均）L・1…。1）一…6・・851・’1・（i・・11：“1・i§礪一・：・9“1・蔦：『至・i・’6・1’k’if－rm

全　平　均　　　　　1．10　　　－　　　一一一　　】：。15　0．77　　L10　　　－　　　－　　 L　26　0。74　　1．09　　　－　　　－　　1．15　0，78

「袖経」

　　　　　　　1，．03　　1。00　　－　　1．250．56　　1．02　　1．02　　－－　　1．37　0，46　　1．04　　ユ，02　　－一一　　1。32　0，41

　　　　　　　1．04　　】．Ot　　－　　1。200，55　　1．03　　1．00　　－　　：1．43　0．49　　1，02　　1，00　　－　　1．：t8　0．45

T．M．（17y，）1・°21・Ol－1・160・501・031・03－1・460・48　LO21・°3－1・280・43
　　　　　　　：L。03　1，00　　－－　　1．210，57　1，02　1，01　　－　　1．330．49　1。03　　1．02　　－　　1，180，39

　　　　　　　1。04　　1・OO　　－　　1・17　0・47　　1・04　　1。00　　－　　1．50　0．52　　1。04　　1．02　　－th　　1。22　0．46

　平均1．031．00－1．200．531．031．01－1．420，491，031。02－1．240，71

YIS“（’鴇s）…3・…一・・…49…3…1－・．38・・42・…1、・2－1．・2・．・・

N葦’（17ys均）…3・…一・・21・・・…3…1－1．…．・・i，・31，・2二・．・3・，58一

　全平均　 1・03，一　一1．200．501．03　－　－1．400．451．03　－　－1．230、58

第3表　　　負荷のない下肢持続9肇上ve　Sる骨格筋疲蛍に対するACh増量（O．079）の効果
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1　↑

Lネ申　thn　　　　　　　　　L筋　、

　　　　　　　　汽　　1、

　　　　　　　　1＼　」鎚1＼
一・一““－s“－e－」　　、♂　。脚…！　＼、e．。一＿ム騨

聴㌔トご触　＼響曳
…　－tr－一瓢脚　’・・，。｝

第4図　　　負荷の蹴い下肢の持韻i挙上による骨格筋疲労に対するACh増脳：の効lj｝

　　　　　（WI．　W：，　W：・t及Wl：20分1縄f乍叢；Pr；ワゴスチダミソO．75ec皮下

　　　　　注射；Ach：アセ’V’　・一ル＝リンO．079皮下注射）

3）　負荷のない持続恭上に対するACh（0・079，平均　　　め，91・acid　200rng鷺上腕外荘11波下に沈射し，　m

して，a×1e－’4／k9）の効果　　　　　　　　　　　　　　rect，　fem．の「筋」について疲労抑制作用を観た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V！Vr僖は，還動終コ’后依然増大して最大1直を示

　上記・運動のうも，ユ0分間，20分間及び40分間の　　　し疲労が発盤した（第6図）。

3種㊧時間・下肢を持続して仲臓拳上したときのm，　　　i．r．は，肢験新別でも，全平」蝋1｛別でも，非注射時

rect・femの疲労について，前頂と同様に，　AChを増　　　に比べて，著しく減少し，相当程鷹の疲労抑制作用が

爆：（0・07幻して疲労抑制効果を観た。V／Vr値は，　　　認められた。

ACh注射時，運動終了後実験誤差範照⑰の変動を示し　　　Kmは，被験脅別，・全平均値別の何牙1．の場合も，非

たヵミ正常億とみなされた。即ちAChを増鏡すれば上　　　汎謝時に比べて，殆んど増減なく，平均0，12分の煎を

記疲勇が全て抑制出来た（第3表）（第4図）。　　　　　　示したのみで，｛時に有意と澗倣すことは出来なかつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰。即ち，i，r．は減少したが，　K功は略々同一値を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した（第5表）o

　　B　負荷のない反復縛続挙上に対する薬物の効果

1）・A・hの効果　　　　　　　　　　i・4°

　毎分58・v60回の頻度で，5分間下肢を反復挙上した　　　　1・20

とき，その下腫のm．rect．　fe血．に発生する疲労⑰

について，運動開始5分前に，予めACh　O．07gを　　　　Aρ。

上腕外轍下粧射して，・の疲労抑制燃をm・　　濫

珊濡犠職て鍔跳示、－g・，　ra、1

々一定した値であつた。この程度のACh鍛で，完全

に抑制出来たことが認められた（第4表）（第5図）。

㎞叫

か」＼。＿＿｛繍、直

卜鍵卜・偉
Wi　　　　　　　　　　　Wft

・・gl・・a・・d囎　　　 ・　第5図欝雅亮藷福讐撮響難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；5分間1乍業；Pr：ワゴスチグミン0．75cc
　上記と同様の疲労に対し，運動開始5分前に，予　　　　　　皮下注射；ACh：アセチールコリソ注射）
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「筋」※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「筋」※

被験者灘、「漏簿『、m　　側鍮者禰iτ賑
ACh注射時　非注射時　　　　　　　　Gr注身1｝時

一一
@　＿　　」直．．．．二＿．＿＿．　…　＿　＿　　　　　　　　値　　　　芝
　　　　　　　　　　　　　分　　　　分　　　　　　　　　　　　　　　　分
　　　　　　1，08　　　1，07　0，71　　1．20　　1．30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，10　1．13　1，15

　　　　　　1．10　　（1．00）　　－　　　1．20　　1，25　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，12　1．09　1．1．ユ

A・A・（17ys）1，12（1．02）t－1．091．・33　　1く・A・（17y・）1．08　L　16　O．94

　　　　　　1．09　　（1．01）　　－　　1．20　　1，3（）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。10　1，09　1，00

　　　　　　1．11　　（1，02）　　－　　1．33　　1．／5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，08　1，10　1．00

平均L10（1、02）一・1．201．27　平均1，101．111．　04

非注酎時

i，『。km2

　　　分
コ，．18　1，33

1，26　1。15

1．27　1，07

1．30　1．17

1，241，04

1．25　1．15

km2－
　kmt

分

o・ρ9

翌≦1璽）聖！l…）：…！一・：2L　3煮：≦｝1凱型去161二｝坐二慰3！拠盈

⊃輕処二竪一⑭二蝦．三：1．r．㌶聖璽閲鞭ヱ幡rl罰ざ匝
　　第嬢鮪のない下脈隣ヒによる儲繊　全：F・均・・1・1・t3…ti・…U61…2
　　　　　労に対するACh（0。07g）の効果（※5分間　　　’…1’『……『巾〒『『　．　　　’…『‘』　t7tttt
　　　　作業）　　　　　　　　　　　　　　　　　第5炎f隻荷のない下1伎反衡駿hによる骨格筋疲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労に対するグルクロン酸（200rng）の効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※5分聞作業，

　　　　　　　　　　「筋」※

　　　　　　　ACh注射時　　　非注射時
被験者 虫Oτ葺「嗣τ凹－馳9m　……

　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　分　　　　　　　轟

　　　　　　　備識二llll、llll　1’‘°↑

A・A・（18ys）1．12（1．。2）－1．231．〔｝8　　tt。。。

　　　　　　　1．12　　（1、02）　　　－　　　1．30　　0．98

　　　　　　　1・1°（LO2）－1・281・00　　1。。8．。

平　均1・10（1・02）－1．　291．06

撃（欝蒲τ町で蒲買τ　　濫・・
V°（18ys均）…9（1・。・）一一1・29L・・

第6蓑　負荷した下肢の持続挙上による’骨格筋疲

　労に対するACh（O・　07g）の効果（※5分間
　f乍業，　負諺彗5．02kg）

4ρ

1，60

i．40

t，20

㌦

　↑

（nT）

↑

EO

40

2ρ

」筋M

20

o，

　　　　　　　　lr’・

　　　　　　　　！＼

㌔＿黙＿1　＼＿嚇，直

～ザ1櫨　㌦・値
　　Gt　ww

0　　　20　　　　0　　　60　　　　　　　　iClu
　　　一　　　オ　　　　　　　　　　　　｛脅】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6図負荷のない下肢の反復挙上による骨格筋疲労

　　　　　　　　　　L協「　　　　　　　　　　　　に対するグルクvソ酸（200mg）の効果（Wl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及W2：5分閻作業；Grグルクロン酸皮下

　　1－’・・，，＼i　　　　　　注射）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対するAch（0．079）の効果（Wl及W2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：負荷5．02kgで5分間作業；Pr：ワゴスチ

゜　　凋P　才　8°　’°°姻
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C　負荷のある持続挙．ir．に対するACIIの効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　所謂「随意性疲労」
　5．021t9負荷した下肢を・，5分間持続して伸展厳1：：

錨1：繍膿媚譜紅留腰掌勿論欄格鯛・業塾翻・・即ち・・1…一

犠欝・…醐・・1・鞭一に一・繋農・膝劉撒撒吉鐙

。W・値は・運噸後有意轍搬蝋労す謙撫毒、ll顎灘難獣第
醐制されたこと瑠既身・た㈱峡）佛脚・　形，随による儲撒難ついて，次のよう館捌ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かにした。即ち，随恋性疲労でにKm＞KI1，不随意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性疲労ではKm率Knであり，その他Achの有効期

　　　　　　Iv討　　論　　　　　　　　　　　　間の相違を明t：）かにし，前者な「随意性躯鋤」，後職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を1不随意性疲’労」とil乎んだ。この研究で得られた成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　績では，常に1＜m＞Knの関係が謝められ，この点和

　　A　しransrnission　fati繧ue　　　　　　　　　　　　合の「随意性疲労’」1：　一一・・致する成績な示したが，更に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ｛測値からみると、実験搬件の違いから［司一一下肢の1頒

　骨格筋軽度疲労に1よ，AChの傑く微Fll・即ち平均　　　　意的rF業にも1句らず，　i，　r．，1〈　rn及びKn，及びACh

a×to”’L9／kgで仰制lll来るものと，椙：な増しても抑制　　　の抑lllll度などについて明らかZ¢相違を示した。以上の

艮裸ないものとが区別される⑤⑥⑦⑲1〕）⑫⑪⑭⑯⑯。　　事実から，本研究に観1｝♪れた1蜘労ほ全て和舎の所謂

このような疲労の相遼は，主としてneurom”scular　　　「【；il1意性疲労」であつたが・更に，　V／V「法によると，

juncti。n｝こ於けるimpulSesのfrequencyに困る’猫嫌14・の相遼によつて種々の型の疲労を榊llに測驚

ものと考えられる①②③④。　　　　　　　　　　　することが出来た。この様な成績ほ骨格筋1’F業に中枢

　木実験に観られた疲労は，全てvoluntary　efforts　　｛ll！の闇題も関与しているためと考えれば，充分説明liii

によるものであつたが，種々の点から，同…イ乍i漿持続　　　来る。

時間にも拘らず，5・021cgの魚荷を与えた下肢持続｝～捧

上のときのm．rcct．　fem．の疲労が最も強く，次い

で，負荷のない反復持続2tl　ii，負荷のない将続挙上の

順であつた。更にKm及びKnの点から観ると，夫々　　　　　’　　　V　結　　論

1・03分，1．23分及0、80分であつた。

　次1こ，AChの効果は，本実験で得られた金ての骨

楕筋疲労は，平均axlem｛ig／k9程度の鼠で，全て　　　　A　人体について，種々の条件で，一一－側下肢を持続

抑制出来たoがしかしax10－・sg／kg程度の量では，　　して1【ll展挙hさせ，その下肢のm．　rectus　femorisに

種々の時闇負荷のない鞘三続挙上による骨格筋疲労に対　　　現れる疲労に対し，予め，微蹴のACh又はgrl．　acid

する効果は，持続時間別に，被抑制度，Km及びKn　　　を皮下に注射し，これ等の薬物の疲労抑制効果な，

の点でも種々違つた変動を示し，一般に，作業時間の　　0・75μFV／Vr法によつて調べた。

短い疲労程，強くその抑制を受けた。この効果は充分　　　　　　　　　　　　　　「

AChの有効期間を考慮した上の成績であつte。

　結局，この爽験で得られた疲労は，作業条件の相遼　　　　B　負荷なしで，10分間，15分間，20分間，30分間

にも拘らず，Rosenblueth及びdel　Pozo①④等の　　　及び40分間の5種獺の時聞持続して伸展挙上した時の

transmissio蔦fatigueと澗倣すことが出来たo然」しな　　　m・rect・fem・の疲1ジ郵よ，平均a×1e－’ig／k9のAch

がらKm及びKn，及びAChの有効度などから，　liE　　　では著しく抑制されたが，充分ではなかつたoこのと

に詳細な分類が出来ることが判つた。　　　　　　　　　ぎ，運動時闇が煙いとき程，AChによる被抑制度

　更に作業条件の相違による，この様な成績の相違　　　は高く，Km及びKnの増大は著明であつた。更

は，これ等の疲労発生が，宋梢の闇題のみでなく，こ　　に，AChの最を1．5倍に増すと，これ等疲労はすべて

の作業に慨接に関係する中枢性の問題も轡擾した事実　　完全に抑制繊来，この程度の疲労を抑制出来るACh

と思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の閾有効機度が，この間にあることが判つた。
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　CACh使用rl寺と非使用時との実験成績は，順序を　　　　　　　　　文　　献

換えても，同一結果であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①RoSenbltteth，　AりD．　B．　Lindsley＆R．　S．　Mo－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rison（1936）　Am．　J．　Physiol，　15，53　　（甦）Rosen－

D鋪しブよい轍を・5分間・4紛58～60iτilの頗　bl。eth，　A，＆R．　S．　M・，i・。・（L937）Ibid．119，

度で反復挙上したとき，その下肢のm・rect．　fem・の　　　236　　⑩Rosenbhlet11，　A，＆J．　V，　Luco（1939）

疲労は，平均・X10－一‘ig／k9のAChで完全剛ll　　ll｝　Ibid，126，58　④d，I　P。z。　E．　C．（1942）lbid．

来た。又これと同～の疲労に対し・gl・acid（200mg）　　135，763　①不11合卯太郎（1952）儒火華己要　2，ユ7

の疲労抑制作用は不充分であった。　　　　　　　　　④和合卯太郎（1953）Ibid．3，106　⑦和合卯太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954）　正bid，4，ユ22　⑪和脅卯太郎（1956）El　1St

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生】塁誌　 18，965　　（互）不【】合功」太郎（1957）　1悩と宇申経

E5・02kgの鮒した下肢を，5分間持轍’て挙⊥二　9，585（D和爾1】太郎（1957）正帥・・t・。・G…一

したとき・その下肢のm・rect・feln・に発生する疲　　　nsan　（中外製薬株式会祉発行）　　⑪岸茂　（1959）

労は・0・079・即ち平均1・5×1〔〕一’1・9／k9のAChで　　　信州医誌　8，28B　　（酬！；茂（1959）Ibid，8，296

完全に抑制出来た・　　　　　　　　⑳松1票幹疹（1959）lbid．8，392　G些）岸茂（1959）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【bid．8，409　　　⑰松原翰隻（1959）Ibid．8，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　499　⑯松原幹彦（］959）Ibid．8，738　　⑰宵
F本り搬で観られた疲労は・火蒲1分がtransmi一　　隣鱗…（1959）本誌剛楓戴

ssion　fatigueであつた。この疲労と所謂「随意性疲

労」との関係は，な像詳かでなかつた。

後言己3

木研究は昭和31年9月から，昭和34年12月までの闇

に・信州大学医学部第一｛i三理学教室で実施した。

欄奎窪にあたり，和合卯太郎教授の温かいご指導とこ

校閲に心から謝意を表します。


